
 

 

 

 

２学期を迎えて 

 

                                     校長 野 口 泰 秀 

 ２４日間の夏休みが終わり、静まりかえっていた校舎に子どもたちの笑顔と歓声がもどってきました。

児童玄関前にはそれぞれ工夫し、苦労して仕上げた工作や絵などの作品が展示され、子どもたちもお互い

に鑑賞し合っています。夏休み中には、子ども会行事や盆踊りなど地域や保護者の皆様が主体となる行事

がたくさんありました。準備やお手伝いにご苦労いただいた皆様からは、「地域のために」「子ども達のた

めに」という思いが強く伝わって来ました。また、大きな事故もなく２学期を迎えることができたことは、

大変うれしいことです。保護者の皆様、地域の皆様方のご理解とお力添えのおかげと深く感謝申し上げま

す。 

 始業式では、高学年代表が、「夏休みの思い出・２学期にがんばること」の作文を発表しました。親子

の触れ合いやスポーツに取り組んだことなど、夏休みでなければ体験できないことが発表の中にたくさ

んありました。また、２学期では学芸会を頑張りたいと力強く話しておりました。私からは、２学期に頑

張ってほしいこととして、「時と場に応じた行いができること」について、休み時間が終わったら勉強に

向かうように気持ちを切り替える。みんなで集まるときは時間を守る。誰かが話し始めたらしっかりと聴

こうとする。など、具体的な姿をもとにお話しさせていただきました。子どもたち一人一人にとって、け

じめのある自立した生活につながってくれることを期待しています。 

 ２学期は、収穫フェスタ（９月１０日）、クロスカントリー記録会（９月１８日）、学芸会（１０月１０

日）、別海町合同音楽祭（１１月５日）など、いろいろな行事が予定されています。また、一年間でもっ

とも教育活動が充実し、成果が期待できる時期です。日常の授業や行事等を通して、社会性や自立性、表

現力、更には豊かな感性や思いやる心など健やかな心と身体を育てていきたいと思っています。 

 今後も保護者の皆様、地域の皆様の一層のご支援とご協力をよろしくお願い申し上げます。 

  

 

  別海町立西春別小学校 学校だより 

か ら ま つ  No.９ 

  平成２７年８月３１日発行  発行責任者 校長 野口 泰秀 

 「からまつ」のようにきびしい自然に耐え、どっしりと大地に根をおろし、すくすくと育つ西春別小学校の子ども 

 

 家庭教育５つの条件①『人間の愛情の体験』   

 少子化に伴い、過保護・過干渉という言葉を耳にします。 

お子さんへの愛情が増すばかりにそうなるのかもしれません 

が、将来を考えた時には、お子さんの自立を遅らせる原因に 

もなります。 

 キタキツネは、子ギツネがある一定の年齢になると、母キツネは巣から追い出してしまうと言いま

す。巣を恋しがって帰ってくると、母キツネは子ギツネに飛びかかり、激しく噛みつき追い返します。

これは、子どもを生かす(自立させる）ための母キツネの愛情だそうです。 

 流石に、人間はキタキツネとは違いますから、違う方法で愛情をあらわします。さて、お子さんは、

家庭の中でお手伝いなど決められた仕事をしているでしょうか？家庭内で社会の一員として、自分の

役割、責任を果たした喜びを体験させることは、お子さんの自立を支援する愛情ある家庭教育です。

ぜひ、お子さんに家庭での役割を与えてください。 



学校評価から 

 「学校評価アンケート」へのご協力ありがとうござ

いました。集計いたしましたのでご報告いたします。

（結果は、裏面をごらんください。）今回の結果から、

保護者の皆様から、おおむね昨年度同様３ポイント

（そう思う）以上の評価をいただきました。 

 昨年度と同様、「正しい挨拶や言葉遣い」「気持ち

を言葉で伝える」の２項目と、「早寝、早起き、朝ご

はんができている」の項目がやや低い評価となりま

した。基本的な生活習慣は、小学校のうちにぜひと

も身につけさせておきたいと大切な事柄です。 

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 この学校評価アンケートの際に、児童の家庭学習

時間のアンケートも行っています。本校児童は、ほ

ぼ全員が家庭で、宿題や自学に取り組むことができ

ていますが、学年に見合った時間取り組む児童の割

合は全体の３分の１程度の割合です。 

 学年が上がるにつれ勉強が難しくなると言われま

すが、学年が上がっても毎時間の授業内容の習得自体

が難しくなるわけではありません。難しく感じるのは、

既習事項をきちんと理解し、覚えてないことが理由の

一つです。前の時間に習った事をふまえて今日の勉強

をするのと同じように、前の学年に習った事をふまえ

て、今の学年の勉強をしています。このことは、中学

校や高校に進学するときも、まったく同じです。 

 学校では、子どもたちの基本的な生活習慣、家庭学

習づくりに取り組んでまいりたいと存じます。ご家庭

でも声かけ、励ましなど、ご協力をお願いします。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

■ お知らせ ■ 

全校参観日  ＰＴＡ総会  

４月１９日（土）９：２５～ 

※参観日の振替休業日は、 

      ４月２８日です。 

おめでとう！ 別海町給食一品『まごは（わ）やさしいレシピコンテスト』入賞 

 町の取り組みで行われた給食一品コンテストに本校から次の皆さんが入賞しましたので紹介いたします。

おめでとうございます。始業式の日に教育長が来られ表彰式が行われました。 

  豆類部門３位 ４年 ○○ ○○さん「とうふハンバーガー」 

  種実部門２位 ４年 ○○ ○○さん「ゴマナッツラーメン」 

  茸類部門２位 ６年 ○○ ○○さん「しいたけサラダ」 

  芋類部門２位 ３年 ○○ ○○さん「 」 
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家庭学習アンケート結果

目標未満 目標以上

日 曜 ９月行事予定 バス時刻

1 火 全校朝会  知的発達スクーリング検査　ＡＬＴ 13:15 15:35

2 水 職員研修日 14:40

3 木 いもほり 14:40 15:35

4 金 14:40 15:35

5 土
6 日
7 月 14:40 15:35

8 火 全校朝会　ＡＬＴ 14:40 15:35

9 水 職員研修日 14:40

10 木 収穫フェスタ 14:40 15:35

11 金 ４年社会科見学　白鳥号　 14:40 15:35

12 土
13 日
14 月 ４年社会科見学 14:40 15:35

15 火 全校朝会　ＡＬＴ 14:40 15:35

16 水 研修日　学校経営指導訪問 14:40

17 木 全校見学学習　　弁当日 15:35

18 金 クロスカントリー記録会　　職員会議　　 14:40

19 土
20 日
21 月 敬老の日

22 火 国民の休日

23 水 秋分の日

24 木 学芸会特別時間割開始　 14:40 15:35

25 金 委員会　　クロスカントリー予備日 14:40 15:35

26 土
27 日
28 月 14:40 15:35

29 火 全校朝会　　ＡＬＴ 14:40 15:35

30 水 職員研修日 14:40

10 土 学芸会

13 火 振替休業

15 木 弁当日

１０月行事予定

 夕暮れが早く、牧草を運ぶ車など交通量の多い季節

を迎えました。自転車で外出する際は、ヘルメット着

用やライトの点灯をしっかり行いましょう。 



 

児童 職員 保護者 １学期 H26.２学期 １学期 H26.２学期 １学期 H26.２学期 よい 悪い よい 悪い よい 悪い よい 悪い よい 悪い よい 悪い

1 わたしは学校へ行くのが楽しい
目指す子どもの姿を元に、学級目標や具体

的な手立てを元に実践し、実現できた。

お子さんは、学校での勉強や行事を通して

成長している。 3.4 3.4 2.6 2.7 3.6 3.5 9 1 9 1 6 4 7 3 9 1 9 1

2 正しいあいさつや言葉づかいができる
相手の気持ちを考え、協力して生活する態

度を育てることができた。（正しい言葉遣いや

挨拶、やさしい態度）

お子さんは、正しいあいさつや言葉遣いがで

きる。 3.0 3.0 2.4 2.3 2.9 2.9 8 2 8 2 6 4 3 8 8 3 8 2

3 ルールやきまりを守っている。
道徳の授業や教育活動全体を通して、道徳

的な心情や実践力を身に付けさせることがで

きた。

お子さんは、約束やきまりを守る子どもに育っ

ている。 3.2 3.0 2.7 2.4 3.1 3.1 9 1 8 2 9 1 6 4 8 2 8 2

4 わたしは友達と仲よくしている。
児童同士のふれあいやコミュニケーション力

を高める学級経営や指導をすることができ

た。

お子さんは誰とでも仲良く思いやりを持って

接する子どもに育っている。 3.3 3.5 3.1 2.9 3.3 3.1 9 1 10 1 9 1 7 3 9 1 9 1

5 学校の勉強はよくわかる。
確かな学力（基礎基本、思考力・判断力・表

現力、学びの習慣化など）を身に付けさせる

授業を行うことができた。

お子さんは、学校で指導している学習内容を

理解している。 3.4 3.4 2.3 2.3 3.2 3.2 9 1 9 1 3 7 3 7 9 1 9 1

6
自分の気持ちや考えをことばで伝えるこ

とができる。

言語活動の充実を通して言語能力を高めた

り、思考力・判断力・表現力を育成する学び

の場面を設定することができた。

お子さんは、自分の気持ちや考えを言葉で

伝えることができる。 2.9 3.0 2.7 2.6 2.9 2.9 6 4 7 3 7 3 6 4 7 3 8 2

7
先生は、ていねいに教えたり話を聞いて

くれる。

一人一人の子どもの内面や背景を理解しな

がら、児童に対し、一人一人向き合って対応

し子どもを支える教育活動ができた。

お子さんの悩みや問題について学校や先生

は丁寧に適切に関わっている。 3.9 3.9 3.3 2.6 3.3 3.3 10 0 10 0 10 0 5 5 9 1 10 0

8 わたしは運動をがんばっている。
体力・運動能力の向上を目指し身体を積極

的に動かす遊びや運動等の指導を工夫する

ことができた。

お子さんは運動を通して体力や運動能力を

高めている。 3.3 3.3 3.1 2.6 3.5 3.3 8 2 8 2 9 1 6 4 10 0 8 2

9 「早ね・早おき・朝ごはん」ができている。
「早寝・早起き・朝ご飯」運動を啓発し基本的

生活習慣の定着を促す指導ができた。

お子さんは「早寝・早起き・朝ご飯」ができて

いる。 2.9 2.8 2.4 2.5 2.9 3.3 7 3 7 4 4 6 5 5 8 2 9 1

10 家でも自分から進んで勉強をしている。
児童が家庭学習の習慣がつくよう、課題や宿

題など工夫し、家庭学習の定着を図ることが

できた。

お子さんが、自分から進んで家での勉強に取

り組めるよう、環境を整えたり声をかける等関

わりを工夫している。
3.0 3.0 2.5 2.8 3.0 3.1 6 4 7 3 5 5 8 2 8 2 8 2

11
学級通信、学校通信、保健だよりなどを通し

て、内容を工夫しながら学校での出来事など

情報発信することができた。

学級通信、学校通信、ほけんだよりなどを通

して、学校の考えや様子をわかりやすく伝え

ている。
3.0 3.1 3.5 3.5 10 0 9 1 10 0 10 0

12
保護者に対し親身になった対応や連携した

活動をするなどして共通理解を図り、児童の

健全な成長に役立てることができた。

学校は、保護者に対して親身になって対応し

たり、連携を図った活動を行っている。 2.9 3.0 3.4 3.2 8 3 9 1 9 1 9 1

中間ポイントは、2.5 良い(すごくそう思う、そう思う)　
3.0より大きい　青○　

そう思う

７割以上　青○

すごくそう
思う

あまり
思わない

まったく
思わない

職員 保護者 保護者児童 職員 保護者 児童 児童 職員
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